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「自助・互助・共助・公助」からみ
た地域包括ケアシステム

日本は、諸外国に例をみないスピードで高
齢化が進行しています。

６５歳以上の人口は、現在３，０００万人を
超えており（国民の約４人に１人）、２０４２年
の約３，９００万人でピークを迎え、その後も、
７５歳以上の人口割合は増加し続けることが
予想されています。

このような状況の中、団塊の世代（約８００
万人）が７５歳以上となる２０２５年（平成３７
年）以降は、国民の医療や介護の需要が、さ
らに増加することが見込まれています。

このため、厚生労働省においては、２０２５
年（平成３７年）を目途に、高齢者の尊厳の
保持と自立生活の支援の目的のもとで、可
能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮ら
しを人生の最期まで続けることができるよう、
地域の包括的な支援・サービス提供体制
（地域包括ケアシステム）の構築を推進して
います。 出典：厚生労働省ホームページ

「地域包括ケアシステム」とは?

自助：自らの健康管理、自ら進んで
介護予防を行う

互助：ボランティア活動、住民組織の活動
共助：社会保障制度・サービス、

自治体の住民サービス
公助：高齢者福祉事業、自治体財源

地域健康医療支援センター「ふくしあ」を市
内5ヶ所に設置し市民サービスを提供している。
2017年には、掛川東病院と掛川市が地域リ
ハビリテーション支援に関する協定を締結し、
健康増進や予防介護活動の支援等を実践

静岡県掛川市が行う地域
包括ケアシステム

三井高齢者サロン健康講座

主催：掛川市三井区福祉委員会
日時：毎月第2火曜日

9：30～10：30
場所：三井防災センター
対象者：掛川市三井区在住者

65歳以上
参加人数：30名
実施内容：健康向上、介護予防

この研究から得たもの

実態調査結果をもとに作成した
言語聴覚に関するパンフレット

高齢者は、身体機能に加えて、認
知、聴力、言語、発話、呼吸、嚥
下等、言語聴覚療法の一部をサ
ポートすることが重要であることは
理解されている。地域在住高齢
者はこれらの機能に加えて巧緻性
等のより複雑な運動や聴覚等の
感覚系についてのサポートが必要
であり、言語聴覚士の参画が期
待される。

参加者の実態調査結果

・体重・BMI等体格については全国平均レベル。
・全身筋力は大きな問題はないが、構音反復運
動や食事摂取等巧緻運動を要する課題の成績
が低下している。
・聴力が低下している参加者が多い。
・認知・前頭葉・言語機能に問題を抱える参加
者は少ない。


